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超重核合成では蒸発残留断面積が非常に小さくなるために、入射核の最適な入射エネルギーをど
のように選ぶのかが非常に重要である。したがって、最適な入射エネルギーを予測することが出来
るモデルを構築する必要がある。重核の蒸発残留断面積を理論的に見積もるためには、入口チャネ
ルの融合障壁と出口チャネルの分裂障壁の高さが重要となる。これらの高さを統一したモデルで計
算し、実験から得られた系統性と比較する。またコールドフュージョン法を用いる利点について、
計算から得られた新しい知見を述べる。
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